
★は新たな目標

県民
・歯及び口腔の健康の保持の重要性等の知識の習得
・事業所歯科健診への積極的な参加

関係団
体等

・歯及び口腔の健康の保持の重要性等の知識の普及啓発の強化
・事業所歯科健診の拡充への協力

事業者
・歯及び口腔の健康の保持の重要性等の知識の普及啓発
・事業所歯科健診の拡充

市町
・歯及び口腔の健康の保持の重要性等の知識の普及啓発の強化
・歯周疾患健診の実施、充実

県

・歯及び口腔の健康の保持の重要性等の知識の普及啓発の強化
・事業所歯科健診の拡充への支援
・市町歯周疾患健診への支援
・8020運動推進員への養成

県民 ・かかりつけ歯科医をもち、指導を受ける

関係団
体等

・かかりつけ歯科医をもつことの重要性の普及啓発
（医師会、歯科医師会等保健医療関係団体及び障害者･患者団体等）

事業者

市町 ・かかりつけ歯科医をもつことの重要性の普及啓発

県

・かかりつけ歯科医をもつことの重要性の普及啓発
・医科歯科連携の推進
・医師･歯科医師研修等の実施
・8020運動推進員への養成

共
通

① 歯科健診の必要性
の普及啓発

②地域・職域が連携、
協働した健診受診率向
上のための体制整備

ライフス
テージ

課題
（健康づくり推進プラン）

達成されるべき目標 目標値 目標を達成するために必要な施策･取組現状値

70.2％
（H23)

50%

84%

「歯及び口腔の健康づくり推進実施計画（案）」における推進方策案について

★かかりつけ歯科医をもつ
者の割合の増加 等

過去１年間に歯科健康診査
を受診した者の割合の増加

42.5％
（H23）
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★は新たな目標

ライフス
テージ

課題
（健康づくり推進プラン）

達成されるべき目標 目標値 目標を達成するために必要な施策･取組現状値

県民

・市町母子保健事業への参加
・う蝕予防のための歯みがき、甘味食品などの間食などに関する正しい知識

の習得と実践
・フッ化物応用に対する正しい知識の習得

関係団
体等

・市町母子保健事業への積極的な協力
・口腔ケアに関する指導の実施
・フッ化物応用に対する正しい知識の普及啓発

事業者

市町
・市町母子保健事業の充実
・フッ化物応用に対する正しい知識の普及啓発

県
・市町母子保健事業への支援
・フッ化物応用等う蝕予防のための対する正しい知識の普及啓発

県民
・学校における定期的な歯科健診及び歯科保健指導の活用
・歯及び口腔の健康のための適切な生活習慣の実践

関係団
体等

・むし歯の発生と予防に関する理解を促すための学校等における健康教育の
実施

・学校と学校歯科医等の連携
・学校歯科保健事業の充実

事業者

市町 学校における定期的な歯科健診及び歯科保健指導の徹底

県 う蝕予防、歯周病予防に関する正しい知識の普及啓発

乳
幼
児
期

①口腔状態の変化に応
じて、関係団体等が連
携・協働したむし歯の
予防対策の徹底

②口腔機能の獲得

学
齢
期

11.7%
★３歳児での不正咬合が認
められる者の減少

33市町
（H22)

14.6%

★３歳児のう蝕のない者の
割合が80%以上である市町
の増加 39市町

★中学生・高校生で精密検
査や診断・治療の必要な歯
周病のない者の割合の増加

95%
（H23)

100%

★12歳児での一人平均う歯
数が1.0未満である市町の
増加

9市町
（H22)

11市町
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★は新たな目標

ライフス
テージ

課題
（健康づくり推進プラン）

達成されるべき目標 目標値 目標を達成するために必要な施策･取組現状値

県民
・市町歯周疾患検診、歯科保健相談の活用
・事業所歯科健診の活用
・歯みがき等好ましい生活習慣の実践

関係団
体等

・市町歯周疾患検診、歯科保健相談への積極的な協力
・事業所歯科健診への積極的な協力

事業者
・歯科健診、歯科保健相談への積極的な協力
・歯磨き等好ましいしい生活習慣の実践ができる環境整備

市町 ・市町歯周疾患検診、歯科保健相談の充実

県
・市町歯周疾患検診、歯科保健相談への支援
・成人歯科健診ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ･保健指導ﾏﾆｭｱﾙの普及
・事業所歯科健診の普及

県民
・歯間清掃用具の正しい使用法の習得、実践
・歯科保健指導の活用

歯間清掃用具を使用する者
の割合の増加 （40歳）

35.9%
(H22)

43.1%
関係団
体等

・歯科保健指導の実施

（50歳）
40.3%
(H22)

48.4% 事業者

（20歳以上）
40.5％
（H23)

48.0% 市町
・歯間清掃用具の正しい使用法の普及啓発、
・歯科保健指導の実施

県
・歯間清掃用具の正しい使用法の普及啓発、歯科保健指導の推進への支援
・8020運動推進員への養成

★8020運動目標達成者の増
加
（県民健康づくり実態調
査：アンケート調査）

40歳-75.0%
50歳-74.5%
60歳-57.8%
(H23)

成
人
期

歯の喪失の原因となる
歯周病の発生・進行を
防止し、生涯を通じて
自分の歯で楽しい食生
活をおくるための成人
期の取組

40歳-90.0%
50歳-89.4%
60歳-69.4%
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★は新たな目標

ライフス
テージ

課題
（健康づくり推進プラン）

達成されるべき目標 目標値 目標を達成するために必要な施策･取組現状値

県民
・市町歯周疾患健診、歯科保健相談の活用
・口腔機能の維持･向上に関する理解と個人の口腔状態にあった口腔清掃の
実践

関係団
体等

・市町歯周疾患健診、歯科保健相談への積極的な協力
・かかりつけ歯科医等歯科医療専門職による口腔ケアの実施

事業者

県

・正しい摂食・咀嚼・嚥下ができる口腔環境の重要性の普及啓発
・市町歯周疾患検診、歯科保健相談への支援
・医師と歯科医師等の連携の強化への支援
・８０２０運動推進員の養成

介護予防事業における口腔
ケアを実施している市町数
の増加

36市町
（H23) 県民

・要介護高齢者等の歯周病予防に関する正しい知識の習得、歯周病予防・
進行防止方法の実践

・市町保健事業の活用
・医療機関等における専門相談の活用

★障害(児)者入所施設での
定期的な歯科健診実施率の
増加

（調査予
定）

関係団
体等

・医師と歯科医師等の連携の強化
・介護従事者、家族への歯周病への正しい知識と歯周病予防・進行防止方

法の普及啓発
・市町保健事業への積極的な協力
・専門的歯科相談の実施

事業者

市町
・施設における定期歯科健診の実施
・妊婦歯科健診、相談の実施、充実

★妊婦歯科健診、相談に取
り組む市町数の増加

32市町
（H23)

38市町 県

・地域医療連携パス（脳卒中･糖尿病）の推進
・専門的歯科保健対策の実施
・心身障害児等への保健医療相談窓口の設置
・医科歯科連携の促進に関する研修の実施
・妊婦歯科健診等の必要性の普及啓発
・8020運動推進員の養成

（調査予
定）

★8020運動目標達成者の増
加
（県民健康づくり実態調
査：アンケート調査）

70歳-46.1%
80歳-30.9%
(H23)

★よく噛む人の割合増加

・正しい摂食・咀嚼・嚥下ができる口腔環境の重要性の普及啓発
・市町歯周疾患健診、歯科保健相談の充実
・介護予防事業（口腔機能の向上等）の充実

67.3%

70歳-55.3%
80歳-37.8%

46.4%

市町

高
齢
期
及
び
特
に
配
慮
を
有
す
る
者

①むし歯や歯周病に罹
患・悪化しやすい難病
患者、障害者、高齢
者、妊婦に対する歯科
保健サービスの充実

②糖尿病、難病、要介
護高齢者、障害者等の
合併症の予防、進行防
止の適切な医療のた
め、医師と歯科医師等
との連携の強化

★介護老人福祉施設及び介
護老人保健施設での定期的
な歯科健診実施率の増加

56.1％
（H23)

定期的な歯石除去や歯面清
掃する者の割合の増加

38.7％
（H22)
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